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町
お
こ
し
部
会

　
　
　
部
会
長
　
北
川
和
正

　
今
年
度
も
春
の
イ
ベ
ン
ト

第
八
回
藤
ま
つ
り
か
ら
活
動

を
開
始
し
ま
す
。夏
に
は
、本

通
・
駅
前
通
両
商
店
街
の
納

涼
夜
市
へ
協
賛
し
、
十
一
月

に
は
、
第
十
回
ぜ
ん
ざ
い

パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
記
念
碑
「
松
下

幸
之
助
創
業
の
地
」
が
建
立

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
記
念
し
て
十
一

月
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
更
に
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お

ひ
ら
き
松
翁
会
と
連
携
し

て
、
大
開
を
訪
れ
る
方
々
へ

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

  

平
成
二
十
六
年
度
活
動
計
画

      

記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
」
は

                 

　
今
年
建
立
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
松
下
事
業
委
員
会
は
、
昨
年
三
月
に
設
立
十
周
年
を
迎
え
、
目
出
度
く
記
念
の
活
動
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
当
委
員
会
が
大
開
公
園
に
建
立
し
た
記
念
碑
が
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を

祝
っ
て
十
一
月
に
は
、
記
念
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉

　
松
下
幸
之
助
研
究
部
会
は

活
動
十
二
年
目
を
迎
え
、
研

究
部
会
の
実
質
的
な
活
動
を

担
う
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お
ひ
ら
き
松

翁
会
が
、
毎
月
第
一
土
曜
日

に
定
例
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
開
創
業
時
代
の
十
五
年

間
を
基
礎
研
究
課
題
と
し
つ

つ
、
松
下
幸
之
助
氏
の
人
生

観
や
経
営
観
を
探
究
し
、
次

世
代
に
語
り
継
ぐ
幅
広
い
層

の
方
に
対
応
し
た
現
地
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
に

努
め
ま
す
。
又
、
今
ま
で
に

お
寄
せ
頂
い
た
貴
重
な
資
料

の
チ
ェ
ッ
ク
、
写
真
素
材
な

平
成
二
十
六
年
度

  

「
事
業
予
定
」

○
会
報
「
道
」
を
発
行

　
春
号
と
秋
号
の
年
二
回

○
藤
ま
つ
り
を
開
催

　
四
月
二
十
日
（
日
）

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

○
記
念
碑
の
定
期
点
検

　
六
月
十
五
日
（
日
）

○
納
涼
夜
市
へ
協
賛

　
八
月
四
日
（
月
）

○
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

　
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

○
記
念
碑
建
立
十
周
年

　
懇
談
会

　
十
一
月
二
十
五
日
（
火
）

　
中
央
電
気
倶
楽
部

 

「
お
知
ら
せ
」

    

第
十
六
回
松
翁
忌

　
本
年
五
月
十
八
日
（
日
）、

幸
之
助
氏
ゆ
か
り
の
大
仁
八

阪
神
社
、
野
田
恵
美
須
神
社

を
訪
ね
ま
す
。
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
引
続
き

推
進
し
ま
す
。
広
報
部
会
で

は
時
代
に
対
応
し
た
会
報
づ

く
り
を
目
指
し
、
当
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
と
連
携
し
た
紙
面
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

記
念
碑
管
理
部
会

　
　
　
副
会
長
　
津
川
和
子

　
今
年
、
建
立
以
来
満
十
年

を
迎
え
る
記
念
碑
は
、
傷
や

汚
れ
も
な
く
良
好
な
状
態
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も

公
園
愛
護
会
や
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お

ひ
ら
き
松
翁
会
の
協
力
を
得

て
、
記
念
碑
と
そ
の
周
辺
の

美
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
三
年
前
か
ら
始
め
た
定

期
点
検
も
実
施
し
、
藤
棚
の

管
理
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
海
老
江
駅
に

 

　
　
　
　
記
念
碑
の
広
告

　
昨
年
末
、
Ｊ
Ｒ
東
西
線
の

海
老
江
駅
に
、
記
念
碑
の
広

告
が
解
説
付
き
で
掲
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
福
島
区
役

所
の
ご
尽
力
で
実
現
し
た
も

の
で
、
改
札
口
正
面
の
一
番

目
立
つ
と
こ
ろ
に
記
念
碑
と

　
記
念
碑
公
園
側
よ
り

　
記
念
碑
道
路
側
よ
り

　
海
老
江
駅
の
広
告

野
田
ふ
じ
が
セ
ッ
ト
で
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
形
で
記
念
碑
が
広
く
告
知

さ
れ
る
こ
と
は
、
当
委
員
会

に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。
一
度
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

平
成
二
十
六
年
度

　「
役
員
名
簿
」

名
誉
会
長
　
　
増
永
　
正
始

会
　
長
　
　
　
舩
本
　
正
治

副
会
長
　
　
　
市
野
　
俊
哉

　（
松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　  

兼
広
報
部
会
担
当
）

副
会
長
　
　
　
津
川
　
和
子

　（
記
念
碑
管
理
部
会

　  

兼
ぜ
ん
ざ
い
Ｐ
担
当
）

副
会
長
　
　
　
山
口
　
達
也

　（
藤
ま
つ
り
担
当
）

部
会
長
　
　
　
北
川
　
和
正

　（
町
お
こ
し
部
会
担
当
）

副
部
会
長
　
　
松
本
　
好
治

　（
松
下
幸
之
助

　  

研
究
部
会
担
当
）

副
部
会
長
　
　
横
田
　
和
秀

　（
会
報
部
会
担
当
）

事
業
会
計
　
　
辻
花
　
悦
子

同
監
査
役
　
　
中
田
　
秀
雄

支
援
会
計
　
　
藤
本
　
賢
司

同
監
査
役
　
　
水
田
　
英
二

事
務
局
長
　
　
松
本
　
好
弘

事
務
局
次
長
　
笹
野
　
舜
輔

事
務
局
員
　
　
舩
本
ト
シ
子

相
談
役
　
　
　
藤
本
　
賢
司

相
談
役
　
　
　
中
野
　
　
勲

顧
　
問
　
　
　
藤
井
　
宏
一

　
同
　
　
　
　
太
田
　
勝
義
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町
お
こ
し
部
会

　
当
部
会
で
は
、
昨
年
四

月
二
十
一
日
に
第
七
回
藤

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
開
小
学
校
と
幼
稚
園
、

有
志
の
方
に
育
て
て
頂
い

た
藤
を
頒
布
し
ま
し
た
。

そ
し
て
新
た
に
藤
の
里
親

を
募
集
し
、
藤
の
苗
木
を

お
預
け
し
ま
し
た
。
ま
た
、

恒
例
の
藤
の
品
評
会
も
同

時
開
催
さ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
の
第

九
回
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
公
園
内
に

大
行
列
が
出
来
る
程
の
盛

況
で
し
た
。
今
回
も
地
元

諸
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
盛
大
に
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
八
月
に
は
、
野
田
阪
神
本

通
商
店
街
の
納
涼
夜
市
に
も

協
賛
し
ま
し
た
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
昨
年
五
月
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お

ひ
ら
き
松
翁
会
主
催
の
第
十

五
回
松
翁
忌
は
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
松
愛
会
前
副
会
長
の

佐
藤
義
也
様
に
幸
之
助
さ
ん

と
の
思
い
出
を
お
話
頂
い
た

り
、
一
昨
年
の
淡
路
島
訪
問

や
松
下
政
経
塾
訪
問
等
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
下
政
経
塾
・
関

西
研
修
で
も
第
三
十
四
期
生

の
皆
さ
ん
や
、
松
愛
会
新
入

会
員
の
来
訪
を
受
け
創
業
の

地
を
案
内
し
ま
し
た
。
今
後

も
創
業
の
地
の
案
内
は
積
極

　
平
成
二
十
五
年
度
活
動
報
告

　
大
正
九
年
に
創
立
さ
れ
、

本
年
を
も
っ
て
開
校
九
三
年

を
迎
え
る
大
開
小
学
校
で

は
、「
豊
か
な
心
を
も
ち
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の

育
成
」
を
学
校
教
育
目
標
に

掲
げ
、
全
校
児
童
・
教
職
員

が
良
好
な
信
頼
関
係
で
結
ば

れ
、
一
丸
と
な
っ
て
、
毎
日
、

活
発
な
教
育
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
本
校
の
正
門
を
入
っ
た
所

に
、
福
島
区
花
で
あ
る
藤
の

棚
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
対
面
に
は
、
第
六
一
代
内

　
花
い
っ
ぱ
い
大
開

　
　
　
　
華
い
っ
ぱ
い
大
開

　
大
阪
市
立
大
開
小
学
校
　
校
長
　
臼
井
一
昭

閣
総
理
大
臣
の
佐
藤
榮
作
氏

に
よ
る
書
「
花
い
っ
ぱ
い
の

大
開
」
石
碑
、「
学
校
も
ま
た

み
ど
り
」
中
馬
馨
大
阪
市
長

書
記
念
碑
、
そ
し
て
勤
勉
努

力
家
の
範
で
あ
る
二
宮
金
次

郎
像
が
来
校
者
の
皆
様
を
迎

え
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
校
長
室
中
央
壁

面
に
は
、
松
下
幸
之
助
氏
直

筆
の
書「
素
直
」が
掲
げ
て
あ

り
ま
す
。

　
大
阪
市
の
教
育
が
改
革
期

に
あ
る
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、

「
素
直
」
と
い
う
教
育
の
不
易

を
礎
と
し
て
、
皆
様
方
と
一

緒
に
な
っ
て
「
華
い
っ
ぱ
い
」

の
大
開
の
子
の
健
全
育
成
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
委
員
会
が
開
催
す
る
藤

ま
つ
り
も
今
年
で
八
回
目
を

迎
え
ま
す
。
当
日
は
、
大
開

小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
で
一

年
間
育
て
て
頂
い
た
鉢
植
え

の
藤
（
里
子
）
の
中
か
ら
、
花

が
咲
い
て
い
る
も
の
を
希
望

者
に
頒
布
し
ま
す
。
併
せ
て

鉢
植
え
の
藤
の
苗
を
育
て
て

頂
く
里
親
も
募
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
慢
の
藤
を
持

ち
寄
っ
て
頂
き
品
評
会
も
実

　
第
八
回
藤
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

施
し
ま
す
。
ご
出
品
頂
い
た

方
に
は
参
加
賞
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
藤
の
花
を
観
賞
し
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
奮
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
実
施
要
領

開
催
日
時

　
四
月
二
十
日
（
日
）

　
午
前
十
時
〜
十
二
時

開
催
場
所

　
大
開
公
園
　
記
念
碑
前

※
小
雨
決
行

　
　
　
副
会
長
　
山
口
達
也

　
当
委
員
会
で
は
、
昨
年
の

十
一
月
二
十
三
日
の
祝
日

に
、
大
開
公
園
の
記
念
碑
前

で
第
九
回
「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ

の
パ
ー
テ
ィ
は
、
ぜ
ん
ざ
い

が
好
物
だ
っ
た
松
下
幸
之
助

ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
を

         

盛
大
に
開
催

さ
ん
に
ち
な
み
、
平
成
十
七

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
つ
き
た
て
の
餅
で
大

開
自
慢
の
ぜ
ん
ざ
い
を
振
舞

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
当
日
は
お
天
気
に
恵
ま

れ
、来
賓
の
ご
挨
拶
の
後
、実

行
委
員
長
の
開
会
宣
言
が
終

的
に
継
続
し
ま
す
。

記
念
碑
管
理
部
会

　
昨
年
度
も
公
園
愛
護
会
並

び
に
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お
ひ
ら
き
松

翁
会
の
ご
協
力
を
得
て
、
記

念
碑
と
そ
の
周
辺
の
美
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
に
は
一
昨
年

か
ら
引
き
続
き
二
回
目
の
記

念
碑
の
点
検
と
大
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
募
金
者
貴
名
板

や
記
念
碑
、
藤
棚
等
目
立
っ

た
損
傷
は
な
く
、
お
お
む
ね

良
好
な
状
態
で
し
た
。

項　目 金　額 摘　　　　要

収　入  前期繰越金 368,540

 各種祝儀 186,000  活動報告会、藤まつり、ぜんざいP

 総会会費 74,000  ２０００円×３７名

 助成金 50,000  赤い羽根募金

 雑収入 25,319  会報協賛金、受取利息

 収入合計 703,859

支　出  会議費 193,220  役員会、活動報告会

 会報発行費 46,200  道の春号・秋号

 イベント開催費 40,000  藤まつり、ぜんざいパーティ

 交通・通信費 1,960

 諸経費 11,616  事務用品、コピー代

 備品費 107,967  パソコン、プリンター、ジャンパー

 雑費 71,504  修繕費、HPサーバー代、コピー代

 支出合計 472,467

収　支  次期繰越金 231,392

平成２５年度　事業会計収支報告書
自平成２５年３月1日～至平成２６年２月２８日

会　計　　辻花 悦子　印　　　　　監　査　　中田 秀雄　印

わ
る
や
否
や
昨
年
同
様
、
大

勢
の
行
列
が
で
き
用
意
さ
れ

た
約
七
百
食
が
一
時
間
程
度

で
完
食
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
会
場
で
は
、
併
行
し
て
子

供
達
に
よ
る
餅
つ
き
も
行
わ

れ
る
等
、
賑
や
か
な
ひ
と
時

を
送
り
ま
し
た
。


